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市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
地
震
・
災
害
対
策
⑥

「
集
中
豪
雨
被
害
ゼ
ロ
」を
目
指
し
て

河
川
防
災
情
報
周
知
戦
略

近
年
、全
国
的
に
増
え
て
い
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
。

今
回
は
、「
集
中
豪
雨
被
害
ゼ
ロ
」を
目
指
し
、

市
が
進
め
て
い
る「
河
川
防
災
情
報
周
知
戦
略
」

と「
河
川
等
整
備
計
画
」を
紹
介
し
ま
す
。
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袋
井
市
で
は
、
昭
和
49
年
の
七
夕
豪
雨
災

害
を
は
じ
め
、
平
成
10
年
・
16
年
に
は
、
集
中

豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
な
ど「
水

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」が
、
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
浸
水
被
害
を
早
期
に
軽
減

し
、
今
後
の
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
河
川
や
水
路
の
整
備
を
着
実
に
進
め
る

と
と
も
に
、
想
定
を
超
え
る
規
模
の
豪
雨
が

発
生
し
た
場
合
で
も
、
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
、
防
災
情
報
の
適
切
な
提
供
な
ど

に
よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上
に
向
け
た
支
援

が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は「
集
中
豪
雨
被
害
ゼ

ロ
」を
目
指
し「
河
川
防
災
情
報
周
知
戦
略
」を

進
め
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
各
地
で
、
異
常
気
象
が
も
た

ら
す
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
頻
発
し
、
人
命
に
関
わ

る
大
き
な
被
害
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
災
害
に
つ
な
が
る
主
な
理
由
は
、
こ
れ

ま
で
に
発
生
し
た
豪
雨
被
害
の
事
例
か
ら
、

次
の
３
つ
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
と
し
て
、

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
来
、
水
害
は
、
突
発
的
に
起
こ
る
地
震

と
は
異
な
り
、
普
段
か
ら
の
備
え
と
緊
急
時

に
、
正
確
な
情
報
の
入
手
と
判
断
が
で
き
れ

ば
、
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず

で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は「
河
川
防
災
情
報
周
知
戦

略
」と
し
て
、
水
害
情
報
支
援
シ
ス
テ
ム
の
整

備
を
進
め
て
お
り
、
避
難
勧
告
な
ど
の
情
報

を
迅
速
か
つ
的
確
に
伝
達
す
る
た
め
の
手
段

と
し
て
、
11
月
か
ら
、
水
位
計（
４
箇
所
）と
、

県
内
初
と
な
る
浸
水
セ
ン
サ
ー（
３
箇
所
）を
設

置
し
、
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

浸
水
被
害
を
早
期
に
軽
減
！

「
水
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
て

「
河
川
防
災
情
報
周
知
戦
略
」と
は

袋井市河川防災情報周知戦略プラン

市
民
の
動
き

・水害に対する安全性
・浸水時の安全の確保策
・地域コミュニティの役割

・状況安全度の判断
・避難の判断

・自助に対する行動
・共助に対する行動

人的被害の
最小化

物的被害の
最小化

➡ ➡

➡ ➡

地域との協働により実施する戦略
平
常
時

●水害版図上訓練の実施（11自治会で実施（平成22年度））　
●手作りハザードマップの作成（3流域で作成（平成22年度））

緊
急
時

●地域での声掛け、災害時
要援護者への対応など

市が実施する戦略

平
常
時

●避難勧告等の判断・伝達マニュアルの作成
　水害編と土砂災害編を作成
●洪水ハザードマップの作成・配布
　浸水実績・浸水想定区域・避難所等の表示

緊
急
時

●水害情報支援システムの整備
・水位計（４箇所）の整備
・浸水センサー（3箇所）の整備
・雨量情報の提供

①
避
難
情
報
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
対

象
地
域
に
発
令
す
る
こ
と

②
住
民
へ
の
迅
速
か
つ
確
実
な
情
報
伝
達
を

す
る
こ
と

③
避
難
情
報
伝
達
後
の
住
民
の
避
難

平成17年9月洪水　蟹田川流域の浸水状況
（川井地区）

平成10年9月洪水　沖之川流域の浸水状況
（村松地区）

正しい理解 正しい判断 適切な行動
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1
水
位
計
の
整
備

　

市
が
管
理
す
る
４
つ
の
河
川
へ
水
位
計

（
各
１
台
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

テ
レ
メ
ー
タ
化
（
遠
隔
測
定
）
に
よ
り
、

市
役
所
に
水
位
情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
送

ら
れ
る
た
め
、
水
位
の
状
況
を
迅
速
か
つ
的

確
に
判
断
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
避
難
勧
告

な
ど
の
情
報
を
伝
達
し
ま
す
。

2
浸
水
セ
ン
サ
ー
の
整
備

　

過
去
に
洪
水
で
家
屋
浸
水
が
発
生
し
た
地

域
を
対
象
に
、
浸
水
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

大
雨
の
時
な
ど
、
住
宅
地
に
あ
る
一
定
の

浸
水
が
発
生
し
た
場
合
、
サ
イ
レ
ン
や
ラ
ン

プ
な
ど
で
、
い
ち
早
く
皆
さ
ん
に
避
難
情
報

な
ど
を
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

過
去
の
災
害
で
は
、
夜
間
の
た
め
行
政
も
住

民
も
浸
水
の
開
始
に
気
付
か
ず
、
被
害
が
拡
大

し
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
状
況

で
も
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
水
位
情
報
を
提
供

水
位
計
・
浸
水
セ
ン
サ
ー
を
整
備

水位計の設置場所一覧
河川名 設置場所

大谷川
袋井市村松
（大谷川と沖之川の合流部）

秋田川
袋井市小川町
（小川町郵便局西約50ｍ）

松橋川
袋井市新池
（新松橋下流2本目の橋上流部）

東部川
袋井市浅羽
（上川地橋北側付近）

平成23年度～平成32年度の10年間

市内13か所の河川・水路と17か所の遊水池や雨水
貯留施設を整備することで、平成16年11月の洪水

（最大時間雨量76mm、総雨量264mm）と同規模の豪雨
が発生した場合に、床上浸水被害の解消を目指します。
①平成10年9月洪水や平成16年11月洪水など、近年、浸
水被害が発生した秋田川・沖之川・蟹田川・弁財天川流
域を中心に被害軽減を図ります。

②袋井市総合計画などに位置付けた「まちづくり」を支援
する治水対策を推進します。

◇内容は、市役所2階情報公開コーナーまたは、市ホーム
ページでもご覧になれます。

浸水センサーとは？
◇警報サイレンは、次の2段階で鳴ります。
◇基本的には、第1報・第2報ともに、5分間程度、連続音でお知らせします。
▽第1警報（第1段階）…周辺最低道路高から10㎝以上になった場合
に、サイレンが鳴ります。床下浸水被害や車両被害を想定し、避
難準備や車両の安全な場所への待避に努めてください。

▽第2警報（第2段階）…周辺最低道路高から30㎝以上になった場合
に、サイレンが鳴ります。床上浸水被害や河川の氾

はんらん

濫を想定し、
指定避難所、高台などへ避難してください。

水位計

浸水を知らせるランプ

概要

計画
期間

浸水センサーの設置場所一覧
河川名 設置場所

大谷川
袋井市村松
（袋井東幼稚園北側付近）

秋田川
袋井市小川町
（小川町郵便局西約50ｍ）

松橋川
袋井市川井
（鈴与㈱中遠支店袋井物流センター北側付近）

①

②
③

④

⑧

⑥
⑨

⑩
⑦

⑤

袋井市河川等整備計画（河川等整備計画10箇年計画）を策定しました
◇市では、近年発生した浸水被害を早期に軽減し、今後の被害発生を未然に防止する
ため、河川整備の方針と具体的な整備内容を示す本計画を策定しました。

主な整備箇所（右図参照）
①中沢川（大谷地内）
②大谷川（村松地内）
③鷲巣川（鷲巣地内）
④松橋川（木原・新池地内）
⑤秋田川（高尾地内）
⑥高尾第１排水路（高尾地内）
⑦東部排水路（諸井・浅羽地内）
⑧久野城址南遊水池（鷲巣地内）
⑨田端東調整池（高尾地内）
⑩諸井里山遊水池（諸井地内）

浸
水
セ
ン
サ
ー

第1警報…車両避難を想定

第2警報…住民避難を想定

＋10㎝
周辺最低道路高

＋30㎝

太田川

原野谷川


